
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

ご
存
知
で
す
か
？

	

高
齢
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福
祉
サ
ー
ビ
ス

―
―
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の
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―
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〜

11	
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〜
斑
鳩
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財
セ
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タ
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よ
り
〜

12	

わ
た
し
が
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ら
し
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あ
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た
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13	
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ゴ
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な
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よ
し

14	
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情
報

18	

ほ
け
ん
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よ
り
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いかるが

祭りと花火で夏を満喫
〜  第33回 商工まつり  〜
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在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

を
対
象
に
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
に
訪
問
し
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
（
昼
食
）
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
安
否
を
確
認
し
、
健
康

状
態
に
異
常
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
関

係
機
関
へ
連
絡
を
お
こ
な
い
ま
す
。

対 
象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
あ
り
、
栄
養
改
善
や
見

守
り
等
の
支
援
が
必
要
な
人
で
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
高
齢
者

利 

用
回
数　
１
週
間
に
５
回
ま
で
（
月
～

金
曜
日
の
み
）
食
材
費
用
等
（
４
０
０

円
）
は
利
用
者
の
負
担
で
す
。
愛
の
訪

問
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
同
じ
曜
日
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

愛
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
に
乳
酸
菌
飲
料
を
配
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
の
健
康
の
向
上
と
安
否
を
確

認
し
、
健
康
状
態
に
異
常
が
あ
っ
た
時
な

ど
は
、
関
係
機
関
へ
連
絡
を
お
こ
な
い
ま

す
。

対 

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
あ
り
、
日
常
の
安
否
を

確
認
す
る
必
要
の
あ
る
人

利 

用
回
数　
１
週
間
あ
た
り
３
回
（
月
・

水
・
金
曜
日
）
ま
で
。
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
と
同
じ
曜
日
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

　

軽
度
生
活
援
助
員
を
居
宅
に
派
遣
し

て
、
外
出
時
の
援
助
、
食
事
、
食
材
の
確

保
等
軽
易
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
お
こ

な
い
ま
す
。

対 

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
あ
り
、
日
常
生
活
上
の

援
助
が
必
要
な
人

利 

用
回
数　
１
か
月
あ
た
り
４
回
ま
で
と

し
、
年
12
回
ま
で
。
費
用
の
１
割
は
利

用
者
が
負
担
し
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
の
設
置

　

ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
に
緊
急
事

態
が
発
生
し
た
と
き
に
、
安
全
の
確
保
や

安
否
確
認
を
す
る
た
め
、
緊
急
通
報
装
置

を
設
置
し
ま
す
。

対 

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
あ
り
、
安
否
の
確
認
が

必
要
な
人

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

理
容
師
や
美
容
師
が
訪
問
し
、
散
髪
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。

対 

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
あ
り
、
座
位
の
保
持
等

が
困
難
で
一
般
の
理
容
院
や
美
容
院
に

出
向
く
こ
と
が
困
難
な
人

利
用
回
数　
年
２
回
ま
で

　

そ
の
他
に
、
火
災
報
知
機
な
ど
、
ひ
と

り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
の
日
常
生
活
に
必

要
な
用
具（
用
具
ご
と
に
支
給
要
件
あ
り
）

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護

す
る
家
族
を
対
象
に
「
家
族
介
護
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ご存知ですか？

高齢者福祉サービス
　斑鳩町では、次のようなサービスを提供し、高齢者の日常生活や介護を行う家族への支
援をしています。介護保険の認定を持っていなくても利用できるサービスです。
　また、介護が必要とならないために、普段の生活からはじめることができる運動教室や、
栄養や口腔のケアなどについての介護予防教室を開いています。要介護状態になることを
予防するため、いつまでも健やかで生き生きと過ごせるよう介護予防に取り組みましょう。
　問合せ　福祉課　（☎内線１２６）

住
み
慣
れ
た
環
境
で
、

自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
等
を
支
援
し
ま
す←



� 2013.9.  広報 

家
族
介
護
用
品
の
支
給

対 

象
者　
ね
た
き
り
で
、
常
時
失
禁
状
態

に
あ
る
在
宅
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
家
族

支 

給
品
目　
フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
、
パ
ン
ツ

タ
イ
プ
、
リ
ハ
ビ
リ
タ
イ
プ
、
尿
取
り

パ
ッ
ト
か
ら
１
品
目
を
選
択
。
希
望
者

に
は
、
お
む
つ
カ
バ
ー
、
防
水
シ
ー
ト
、

パ
ジ
ャ
マ
も
し
く
は
、
寝
巻
を
支
給
し

ま
す
。

所
得
制
限　
あ
り

在
宅
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
の
支
給

　

介
護
家
族
に
１
か
月
５
，
０
０
０
円
を

支
給
し
ま
す
。
年
２
回
支
給

対 
象
者　

要
介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
高
齢
者
を
常
時
家
庭
で
介
護
し

て
い
る
家
族
（
入
院
期
間
は
支
給
月
か

ら
除
き
ま
す
）

※�

県
が
実
施
し
て
い
る
特
別
障
害
者
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

所
得
制
限　
あ
り

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

認
知
症
高
齢
者
が
徘
徊
し
た
場
合
に
早

期
に
発
見
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
使
用
料
等

を
助
成
し
ま
す
。

対 

象
者　
徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

費
用
負
担　
バ
ッ
テ
リ
ー
、
検
索
料
金
等

斑
鳩
町
の
介
護
予
防
に
つ
い
て

　

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

普
段
か
ら
の
運
動
や
食
事
の
習
慣
な
ど
で

心
身
の
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
介
護

予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

町
で
は
65
歳
以
上
の
要
介
護
・
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
に
介
護
予
防
を

目
的
と
し
た
心
身
の
状
況
の
把
握
の
た
め

に
、「
介
護
予
防
の
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
を
送
付
し
、
記
入
い
た
だ
い

た
も
の
を
も
と
に
、
運
動
・
栄
養
・
口
腔

機
能
等
の
点
か
ら
生
活
機
能
を
評
価
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
改
善
が
必
要
と
思

わ
れ
る
人
に
は
、「
運
動
機
能
向
上
教
室
」

「
栄
養
の
改
善
教
室
」「
口
腔
機
能
の
向
上

教
室
」へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

生
活
機
能
評
価
で
、
今
現
在
の
ご
自
身

の
心
身
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
が
自

宅
に
届
い
た
人
は
、
記
入
し
て
返
信
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
機
能
評
価
の
結
果
、
す
ぐ

に
改
善
が
必
要
で
な
い
人
に
も
介
護
予
防

教
室
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
介
護
予
防
！
」
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
程
等
は
、広
報
「
斑

鳩
」
お
知
ら
せ
版
に
、

掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
と
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

●
高
齢
者
の
総
合
的
な
相
談

　
斑
鳩
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

小
吉
田
１―

12―

35

　
　

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
内

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
４
０
０
０
）

●
認
知
症
高
齢
者
の
相
談

　
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
奈
良
県
北
和
地
域
）

　
　

三
郷
町
勢
野
北
4―

13―

1

　
　

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
し
ぎ
さ
ん
内

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
㉛
３
３
４
５
）

●
健
康
の
相
談

　
斑
鳩
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

小
吉
田
１―
12―

35

　
　

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
内

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
０
０
０
１
）

　現在、全国的に急激な高齢化が言われていま
す。これは、斑鳩町においても例外ではなく、
団塊の世代がすべて65歳以上となる平成27年
度には、約3.5人に１人が65歳以上の高齢者と
いう状況を迎えます。こうした中、医療や介護
が必要な状況になっても、できる限り住み慣れ
た地域で暮らし続けることができるよう、介護
サービスをはじめとする総合的な高齢者支援
サービス体制の整備が求められています。
　これまで斑鳩町では、介護サービスの安定的
な供給など、介護保険事業の運営に努めるとと
もに、高齢者の社会参加や生きがいづくりの場
の提供、また、ご紹介している介護予防事業や
生活支援サービス、家族支援サービスの充実に
取り組んでまいりました。
　本年４月からは、斑鳩町社会福祉協議会の高
齢者外出支援事業として、役場や駅、スーパー
などと各地域を結ぶ「生き生き号」の運行を開
始いたしました。
　小地域福祉会の設立の促進や住民のボラン
ティア活動の支援など、これら事業を展開して
いる社会福祉協議会とも連携を図りながら、引
き続き、住民同士が相互に助け合い、斑鳩に住
むみなさんが安心して、楽しく、生きがいをもっ
て過ごすことができる地域づくり、まちづくり
の実現に向けて取り組んでまいります。

すべての住民が、すこやかで、
いきいきとした生涯を
送ることができる
まちづくりの実現をめざして

←
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　みなさんのご協力で公共下水道の整備が進んでいます。
公共下水道は、身近な水路や河川をきれいにして、私たちの生活環境を良くし、
豊かな自然環境を守る目的で整備しています。
　公共下水道は、みなさんのご協力がなければ役割を十分に果たすことが出来
ません。公共下水道の整備済みの区域に住んでいる人は、一日も早く公共下水
道に接続してください。
　今月号は、公共下水道の状況と支援制度についてお知らせします。
　問合せ　下水道課　☎０７４５�２４０６

下水道　お水が　笑顔になれる道
～斑鳩町の公共下水道についてお知らせします～
下水道　お水が　笑顔になれる道

〈
公
共
下
水
道
の
状
況
〉

　

斑
鳩
町
で
は
、
平
成
３
年
か
ら
公
共
下

水
道
の
整
備
を
は
じ
め
、
平
成
25
年
７
月

末
現
在
で
は
、
地
図
の
■
の
部
分
、
約

１
８
２
ha
の
地
域
で
、
４
，
５
９
２
戸
の

人
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

う
ち
２
，
７
８
４
戸
の
人
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
工
事
の
時
期
に
つ

い
て
は
、
整
備
す
る
区
域
を
定
め
、
そ
の

区
域
の
中
で
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
毎

年
３
月
号
広
報
で
１
年
間
の
工
事
箇
所
を

お
知
ら
せ
し
て
お
り
、
工
事
前
に
は
対
象

区
域
ご
と
に
説
明
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

龍 田 西 一 丁 目

龍 田 西 二 丁 目

龍 田 北 五 丁 目

龍

田

北

六

丁

目
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国
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橋
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易
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民
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公

園
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44.1

49.6

47.2
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78.2
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龍 田 四 丁 目

龍 田 三 丁 目

龍 田 二 丁 目

龍 田 北 一 丁 目

法 隆 寺 西 三 丁 目

法 隆 寺 西 一 丁 目

龍 田 北 四 丁 目

龍 田 北 三 丁 目

龍 田 北 二 丁 目

龍 田 一 丁 目

法 隆 寺 西 二 丁 目

２５ 号

竜 田 大 橋

六 斎 寺
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庄

公
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寺
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園
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商

工
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学
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務
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一

浄

水

場
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寺
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法 隆 寺 山 内

法 隆 寺 西 一 丁 目

法 隆 寺 一 丁 目

法 隆 寺 西 三 丁 目

法 隆 寺 南 一 丁 目

県

道

法

隆

寺

線

県

道

大

和

高

田

福

生

院

福

園

寺

東 里 公 民 館

宗

源

寺

律

学

院

収 蔵 庫

百 済 観 音 堂

円

成

院

上 御 堂

薬 師 坊

西 円 堂

三

経

院

五

重

塔

宝

珠

院

大 講 堂

金 堂

中 門

東

室
網

封

蔵

聖 霊 院
大 宝 蔵 殿

東

大

門 羅 漢 堂

三 町 会 館

聖 徳 会 館

観

音

院

普 門 院

実

相

院

弥 勒 院
護

摩

堂

法 隆 寺

宝 光 院
南

大

門

西

園

院

寺 務 所

西 大 門

鵤 文 庫

阿 弥 陀 寺

西

福

寺

西 里 公 民 館

い か る が 園法

隆

寺

郵

便

局

法

隆

寺

幼

稚

園

真 如 庵

並 松 公 民 館

斑 鳩 幼 稚 園

斑 鳩 小 学 校

中 院
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Ａ
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法

隆

寺
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店

法
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寺
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自

動

車

駐

車
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龍 田 西 五 丁 目
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龍 田 西 四 丁 目
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プール

法 隆 寺 東 二 丁 目

法 隆 寺 東 一 丁 目

高 安 西 一 丁 目

東 福 寺 一 丁 目

法 隆 寺 二 丁 目

法 隆 寺 南 二 丁 目

高 安 二 丁 目

法 隆 寺 南 三 丁 目
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 公共下水道が使用できる区域

公共下水道が使用できる区域図
（平成25年７月現在）
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　宅地内の排水管の点検や清掃
をおこなっている業者で、公共
事業とまぎらわしい営業活動を
おこなう業者があります。
　町では宅内排水管の清掃をし
たり、公共下水道の接続時の加
入負担金および下水道使用料以
外の費用を請求することはあり
ません。不審な業者が訪問した
場合は身分の確認をするなど、
十分注意してください。

注意！

悪質な下水道排水管の
　　　点検・清掃業者

●改造資金の融資あっせんおよび利子補給制度があります
　斑鳩町では、公共下水道に接続するために必要な工事費（加入負担金
10万円を含む）を対象に、「融資あっせん・利子補給制度」を設けてい
ます。
　この制度は、町内の取扱金融機関で融資を受けていただき、返済完了
後に利子分を町がご本人にお返しする制度です。
　接続にかかる一時的な費用の負担を最大60回の分割払いにすることが
でき、これまで多くの人が利用されました。利用には条件があり、手続が必要ですが、公共下水道
への接続の際にはこの制度の利用もご検討ください。

●浄化槽雨水貯留施設の転用補助金制度があります
　公共下水道へ接続する排水設備工事によって不要になった浄化槽を改
造し、雨水を貯めて庭の散水などに利用する場合、改造に必要な費用に
対して補助金を交付する制度を設けています。
　ただし、お住まいの区域が、公共下水道を利用できるようになった日
（供用開始の告示日）から２年以内に申請する必要があります。
目　　的　　　浄化槽の再利用、水資源の有効利用
補助対象　　　�公共下水道を使用することにより不要となった浄化槽を、雨水貯留施設に改造する

費用
補助金の額　　改造資金に要した費用の３分の２。ただし、補助金の額は10万円を限度とします。

排水設備指定工事店を表彰しました
　公共下水道へ接続するための排水設備工事は、技術的に正し
くおこなわれないと故障の原因になります。そこで斑鳩町では、
工事に必要な技術と資格を持った業者を排水設備指定工事店と
して指定しています。この指定を受けた業者でないと排水設備
の工事をおこなってはならないことになっており、現在108社
を指定しています。
　このたび、平成24年度に
各家庭の公共下水道への接
続工事を数多く手がけ、公
共下水道事業に貢献してい
ただいた排水設備指定工事
店３社に、感謝状を贈呈し
ました。

〔表彰された排水設備指定工事店の代表者〕
•株式会社斑鳩設備（写真左）　•勝間設備工業株式会社（写真右）
•今村住設株式会社（撮影時欠席）
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げよう　色とりどりの　支援の輪
～ 虹の家　チャリティコンサート ～

8 / 5 ・いかるがホール

　虹の家の運営と東日本大震災の被災地支援のため

のチャリティーコンサートが、特定非営利活動法人

虹の家により開催されました。第１部では、あゆみ

の家のフラダンスやM・Ｇ・アンサンブルあおぞら、

歌の会虹、国際ソロプチミスト奈良－まほろばによ

る演奏とコーラス、虹の家のミュージックベル演奏

がおこなわれました。また、第２部では、由紀さお

り・安田祥子のコンサートやＨＡＭＯＲＩ－ＢＥ、

磯村直美、虹の家のメンバーとのコラボレーション

がおこなわれました。

　フィナーレでは会場中がひとつになり、

やさしく、温かい歌

声が響き、参加され

たみなさんの心に残

る温かいコンサート

となりました。

広
れからも　歌い継がれる　竜田川
～ 聖徳太子歴史資料室講座 ～

7 / 6 ・町立図書館

　竜田川の自然と歴史を学び、親しんでいただこ

うと、「竜田川今昔～竜田城と竜田川付替えの歴

史～」と題した講座が開かれました。

　講師の平群町教育委員会の村社仁史さんから、

竜田川の改修前の形状や、近世前半には竜田川に

紅葉はほとんどなかったことなど、意外なことが

次々と紹介され、参加したみなさんは一様に驚い

た表情に。そのほかにも竜田城の築城や川周辺の

産業、交通事情の変遷など、教科書には出てこな

いごく身近なふるさとの歴史に、興味が尽きない

楽しい講座となりました。

こ

理せずに　できる運動　あれやこれ
～ はつらつ運動教室 ～

7 / 2 6 ・生き生きプラザ斑鳩

　20歳以上の人を対象に、真夏でも室内で無理

なく体を動かすコツを知り、健康の維持、増進に

役立ててもらうための教室がひらかれました。今

回は、健康運動指導士の中野正英先生により、座っ

たままでもできる簡単な運動が紹介され、体の内

側の筋肉を使い体幹を鍛える方法を実践。最後に

は、運動普及ボランティアさんの指導により、ラ

ジオ体操で体全体をしっかりストレッチ。無理な

く家で運動できる方法をいろいろと学べた教室と

なりました。

無 け継がれ　生かされている　このいのち
～ 差別をなくす町民集会 ～
7 / 1 2 ・中央公民館

　人権月間である7月に、身近な「人権」について

考えるきっかけとなるよう「差別をなくす町民集会」

が開かれ、「出会いに学ぶ」という演題で、三輪山

平等寺副住職で差別をなくす奈良県宗教者連帯会議

事務局長の丸子孝仁さんによる講演がおこなわれま

した。

　丸子さんは講演の中で、国内外での数多くの体験

談をもとに、「私たちは、ただ生きているのではなく、

４６億年受け継がれてきた無数の命によって生かさ

れているのです。」と語られ、等しく貴い人の「い

のち」についてあらためて

考えさせられる集会となり

ました。

受
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まつり　子ども喜ぶ　親はしゃぐ
～ 第16回　斑鳩の里子ども夏まつり ～

7 / 1 4 ・中央公民館

夏

　地域の子どもたちは地域の大人で守り、子どもたち

がその実感を得られるまちづくりをめざそうと企画さ

れている「斑鳩の里子ども夏まつり」が今年も開催さ

れました。

　中央公民館の大ホール内では、けん玉やベーゴマ、

お手玉などの昔なつかしい遊びや折り紙、工作などを

大人たちに教わりながら楽しんでいるようすがたくさ

ん見られました。

　また、正面や地下駐車場では、綿菓子やかき氷など、

夏のお祭りらしい食べ物や、ヨーヨーつりや射的など

の、大人の手作り感満点の遊びの出店が並び、１日中

元気な子どもたちの楽しそうな話し声や笑顔が絶える

ことのない大賑わいのお祭りでした。

やかに　夏を彩る　風物詩
～ 第33回　斑鳩町商工まつり ～

7 / 2 7 ・いかるがホール、斑鳩南中東側駐車場

華

　斑鳩の夏の恒例イベント、商工まつりが、今年もおこなわれました。

　夏らしい強い日差しが照りつける中、たくさんの人で賑わいました。

　大ホールでは、８月１日号広報「斑鳩」で紹介した「手のひらアート」のお披露目式がおこなわれたあと、

町内小中学生のみなさんによる能や演劇、ダンスなどのステージ、子どもたちのお楽しみのビンゴゲームな

どがおこなわれました。その他、ロビーやホール2階では、企業 PRブースや女性の癒しのブース、木工細

工教室、物産展などで賑わいました。

　また、夜は斑鳩南中学校東側駐車場で、たくさんの屋台が並ぶ中、長野県飯島町との友好都市提携１５周

年を記念して、飯島町の「龍真太鼓」と「和太鼓いかるが」の共演がおこなわれました。恒例の花火大会で

は、飯島町からも花火のプレゼントがあり、例年以上の迫力に会場からは大きな歓声が広がっていました。
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「
い
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と
い
う
と
き
」
の

　

 

行
動
の
備
え
を

　

大
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず

危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
、
そ

し
て
情
報
を
集
め
、
想
像
力
を
働
か
せ
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
近
く
に
河
川
が
あ
れ
ば
、
あ

ふ
れ
た
と
き
に
ど
う
逃
げ
る
か
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
お
く
こ
と
や
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
避
難
所
施
設
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
、
時
間
を
見
つ
け
て
自
分
の
目

で
現
地
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。

　

災
害
時
に
適
切
な
判
断
を
お
こ
な
う
に

は
、
事
前
の
情
報
収
集
と
「
い
ざ
と
い
う

と
き
」
の
想
像
力
を
身
に
つ
け
て
お
く
日

頃
の
備
え
が
必
要
で
す
。

屋
外
で
は
…

•�
雨
戸
の
が
た
つ
き
や
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割

れ
、
屋
根
の
チ
ェ
ッ
ク
と
補
修

•�
ア
ン
テ
ナ
は
し
っ
か
り
と
固
定

•�
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
外
壁
の
亀
裂
は
補
強

•��
水
の
流
れ
を
良
く
す
る
た
め
側
溝
や
雨

ど
い
を
清
掃

•�
物
干
し
ざ
お
、
植
木
鉢
な
ど
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
屋
内
に
入
れ
る
か
固
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

屋
内
で
は
…

•�
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
出
た
と
き
の

た
め
の
「
非
常
持
出
品
」
の
準
備

•�
避
難
所
施
設
・
避
難
経
路
な
ど
を
家
族

全
員
が
確
認

•�
適
切
な
行
動
を
と
る
た
め
の
正
確
な
気

象
情
報
の
収
集
方
法
を
確
認

•�
浸
水
な
ど
に
備
え
て
貴
重
品
や
衣
類
な

ど
は
高
い
と
こ
ろ
へ
移
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

地
域
で
も
…

　

災
害
時
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

ど
の
よ
う
な
被
害
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
、
隣
近
所
の
お
互

い
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら

自
治
会
活
動
等
を
通
し
て
隣
近
所
と
交
流

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

自
治
会
に
加
入
す
る
に
は
、
直
接
地
域

の
自
治
会
の
役
員
さ
ん
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
地
域
の
自
治
会
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
総
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■ 

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
方
法

　

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
防
災
情
報
」
の
「
斑
鳩
町

防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
登
録
画
面
に
入
っ

て
く
だ
さ
い
。「
手
続
き
の
方
法
」
の
手
順
に
沿
っ
て
、

登
録
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
完
了
メ
ー
ル
が
届
け
ば
、
登
録
完
了
で
す
。

　

そ
の
他
詳
し
く
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
斑
鳩
町

防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～ 

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す 

～

■ 防災情報メールの登録をしましょう
　防災情報メールは、災害による被害が発生するおそれのある場合や、武力攻撃等の緊急情報をメー
ルで配信するサービスです。災害時には、いち早く情報を得ることが、自らを守る第一歩となります
ので、ぜひ防災情報メールの登録をしましょう。（気象庁が配信する緊急地震速報を各携帯電話会社
がお知らせする緊急速報メールは登録不要ですが、防災情報メールを受信するには登録が必要です）
　また、防災情報に加えて、不審者等に関する情報を配信する子ども安全安心メール、気象警報時等
における各保育園、学童保育室、幼稚園、小中学校ごとの対応を配信する学校等施設緊急情報の配信
もおこないます。

■ 

防
災
情
報
メ
ー
ル
に
よ
り
受
信
で
き
る
内
容

災
害
に
備
え
て

災
害
に
備
え
て

配信種別 配信内容 配信選択

防災情報
　（防犯情報も含む）

災害の発生が予想される、ま
たは災害発生時における住民
の生命と財産を守るため、避
難勧告、避難指示等や武力攻
撃等の緊急情報をはじめ、避
難時等における行政情報、イ
ンフラをはじめとした生活関
連情報や身近な犯罪情報を配
信します。また、行方不明者
捜索情報も配信します。

必須登録項目
になります。

子ども安全安心メール 町内や周辺地域の不審者等に
関する情報を配信します。 希望する配信

種別（施設）
を選択して登
録することが
できます。複
数（5つまで）
の登録も可能
です。

学校等施設緊急情報
（あわ保育園 ､ たつた保育園
斑鳩学童保育室 ､ 東学童保育室 ､
西学童保育室
斑鳩幼稚園 ､ 東幼稚園 ､ 西幼稚園
斑鳩小学校 ､ 東小学校 ､ 西小学校
斑鳩中学校 ､ 斑鳩南中学校）

気象警報・地震発生時等の対
応を配信します。

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）
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【
８
月
30
日
か
ら『
特
別
警
報
』の

発
表
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
】 　

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
地
震
、

津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
の

起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、
警
報
を
発

表
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
よ
り
甚
だ
し
い
大
雨
や
大
き
な
津

波
等
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
に
よ
る

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
、
特
別
な
警
戒
を
呼
び
か
け
る
た
め

に
、
新
た
に
『
特
別
警
報
』
の
発
表
を
開

始
し
ま
す
。『
特
別
警
報
』
が
出
た
場
合
、

お
住
ま
い
の
地
域
は
数
十
年
に
一
度
し
か

な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
屋
外
の
状
況
や
、
避
難
指
示
・
勧

告
等
に
留
意
し
、
た
だ
ち
に
命
を
守
る
た

め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
雨
等
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、

時
間
を
追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意
報
、
警

報
や
そ
の
他
の
気
象
情
報
を
活
用
し
て
、

早
め
早
め
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た

や
家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。

　
『
特
別
警
報
』
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
伝
え
ら
れ
ま

す
。『
特
別
警
報
』
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
に
判
断
・
行
動

し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/kishou/
know

/tokubetsu-keiho/index.htm
l

問
合
せ

気
象
庁　

奈
良
地
方
気
象
台　

防
災
業
務
課

　
（
☎
０
７
４
２
㉒
２
５
５
６
）

表１  避難準備情報、避難勧告、避難指示

表２  サイレンの種類
内　容 サイレン吹鳴と時間

水防団員、消
防機関に属す
る者の出動

約５秒　　　　　　　約５秒
　○　—　休　止　—　○　—　休　止
　　　　　約６秒　　　　　　　約６秒

必要と認めた
区域内の居住
者の避難

約１分　　　　　　　約１分
　○　—　休　止　—　○　—　休　止
　　　　　約５秒　　　　　　　約５秒

　

災
害
が
発
生
し
た
り
、
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、

避
難
勧
告
ま
た
は
避
難
指
示
等
が
発
令
（
表
１
参
照
）
さ

れ
、
サ
イ
レ
ン
の
種
類
（
表
２
参
照
）
に
よ
っ
て
災
害
の

状
況
が
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　

広
報
車
、
サ
イ
レ
ン
等
で
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
な
ど

避
難
に
関
す
る
情
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
速
や
か
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

■  

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
の

発
令
と
サ
イ
レ
ン
の
種
類

　 発令基準 伝達方法
避難
準備
情報

災害発生の可能性が予想され、災害時要
援護者等、特に避難行動に時間を要する
者が避難行動を開始する必要がある場合

広報車による伝達、有線放送（音声遠
隔システム）、FM 西大和（81.4MHz）、
防災情報メール、口頭による伝達等

避難
勧告

地域や土地建物等に災害が発生するおそ
れのある場合

広報車による伝達、有線放送（音声遠
隔システム）、FM 西大和（81.4MHz）、
防災情報メール、口頭による伝達等

避難
指示

状況が悪化し、避難する時期が切迫した
場合、または、災害が発生し現場に残っ
ている人がいる場合

有線放送（音声遠隔システム）、FM
西大和（81.4MHz）防災情報メール、
口頭伝達、サイレン等

特別警報が発表されるまで（大雨の場合のイメージ）
気象台が発表する気象情報

大雨に関する気象情報

ただちに
命を守る行

動を！ただちに
命を守る行

動を！ただちに
命を守る行

動を！

大雨注意報

大雨警報（土砂災害）

土砂災害警戒情報

大雨警報（浸水害）

警報になる可能性がある場合はその旨記述

警報・注意報に先立ち発表

大雨の期間、予想雨量、警戒を要する事項などを示す

土砂災害の危険性が、さらに高まった場合に発表

あらかじめ、取るべき行動を考えておきましょう。

大雨がさらに降り続き、
重大な災害が起こる危険性が非常に高まる重大な災害が起こる危険性が非常に高まる

大雨特別警報

特別警報は行政機関やさまざまなメディアを通
じて伝えられます。情報収集に努めてください。



斑
鳩
交
番
だ
よ
り

　

西
和
警
察
署

　
（
☎
０
７
４
５

　
　
　

�
０
１
１
０
）
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子
ど
も
を
連
れ
去
り
等
の

被
害
か
ら
守
る
た
め

　

西
和
警
察
署
で
は
、
子
ど
も
を
連
れ

去
り
等
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
対
策

と
し
て
、「
い
か
の
お
す
し
一
人
前
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
た
啓
発
、

指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
オ
ル

ゴ
ー
ル
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
メ
ロ

デ
ィ
ー
と
と
も
に
、
防
犯
意
識
を
高
め

る
た
め
の
啓
発
標
語
を
パ
ト
カ
ー
や
白

バ
イ
か
ら
流
す
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
ト

ロ
ー
ル
」
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
偽
装
質
屋
」
を

　
　
　
　
　
利
用
し
な
い
で

《
相
談
内
容
》

● 

チ
ラ
シ
広
告
を
見
て
、
質
屋
に
電
話
し

た
と
こ
ろ
、「
高
齢
者
で
も
融
資
が
で

き
る
。
何
で
も
い
い
か
ら
質
草
を
持
っ

て
く
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
壊
れ
て

い
る
時
計
を
持
参
し
、
９
万
円
を
借
り

た
。
返
済
は
分
割
支
払
い
で
、
年
金
支

給
口
座
か
ら
自
動
引
き
落
と
し
で
お
こ

な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
利
息
が
高
い
た

め
、
何
度
も
借
り
て
は
返
す
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

《
助
言
内
容
》

•�
高
齢
者
等
に
対
し
て
「
質
草
は
な
ん
で

も
よ
い
か
ら
」
な
ど
と
言
い
、
担
保
価

値
の
な
い
商
品
を
質
に
取
り
、
質
屋
営

業
を
装
い
な
が
ら
、
実
際
は
年
金
等
を

担
保
に
違
法
な
高
金
利
で
金
銭
の
貸
付

を
お
こ
な
う
、
い
わ
ゆ
る
「
偽
装
質
屋
」

に
関
す
る
相
談
が
全
国
の
消
費
者
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

•�
平
成
22
年
度
か
ら
増
え
始
め
、
平
成
23

年
度
は
前
年
度
比
2
倍
、
平
成
24
年
度

は
前
年
度
比
2.3
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

•�
契
約
当
事
者
は
60
歳
代
以
上
の
年
金
生

活
者
が
約
75
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

•�
平
成
22
年
に
改
正
貸
金
業
法
が
完
全
施

行
さ
れ
、
貸
金
業
に
お
け
る
上
限
金
利

は
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が（
29
・
２
％

↓
　

20
％
）、
い
わ
ゆ
る
「
偽
装
質
屋
」

は
そ
れ
よ
り
、
は
る
か
に
高
い
金
利
を

設
定
し
、
高
齢
者
の
公
的
年
金
受
給
口

座
か
ら
、
自
動
引
落
し
サ
ー
ビ
ス
等
を

利
用
し
、
元
利
金
の
引
落
し
を
お
こ
な

う
な
ど
、
違
法
な
貸
付
け
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

•�
い
わ
ゆ
る
「
偽
装
質
屋
」
が
、
年
金
口

座
か
ら
引
き
落
と
し
を
求
め
る
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

•�
い
わ
ゆ
る
「
偽
装
質
屋
」
か
ら
の
借
り

入
れ
は
絶
対
お
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
時
は
…

消
費
生
活
相
談
日
（
斑
鳩
町
）

　
�

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

　
�

た
だ
し
、
第
４
木
曜
日
は
午
前
９
時

～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

※
月
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

18
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
住
民
課
（
☎
内
線
１
６
３
）

■ 防災情報メールを使用した全国一斉の緊急情報の伝達試験
　平成25年９月11日（水）　午前11時ごろ と 午前11時30分ごろ の ２回実施します。
　斑鳩町では、地震・武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）（※）から
送られてくる国からの緊急情報を、確実にみなさんへお伝えするため、防災情報メールを使用した緊
急情報伝達手段の試験をおこないます。斑鳩町が当日配信するメール文は次のとおりです。
　● 防災情報メール文章内容
斑鳩町防災メール配信サービス
　　「事前書換音声」（午前11時ごろ）　「即時音声合成」（午前11時30分ごろ）
　　2013年９月11日○○時○○分
　　これは、試験放送です。
　　対象地域：全土地域
　�　このメールに心当たりのない場合、または配信を希望されない場合は、お手数ですが下記
のアドレスに空メールを送信してください。　　　　　　　delmber-ik@jyouhou-station.jp

（※）�Ｊ‒ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）とは、地震・津波や武力攻撃などの災害時に国から送られてくる緊急情報を、
人工衛星などを活用して瞬時に情報伝達するシステムです。

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ



4 3 2 1

斑鳩文化財センター
（☎0745-70-1200）

※ 「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

「斑鳩考古学講座」参加者募集 !
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世
界
に
ひ
と
つ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
勾
玉
づ
く
り
！

　

今
年
度
の
「
斑
鳩
考
古
学
講
座
」
の
第

１
回
目
は
、
古
代
の
人
々
が
ア
ク
セ
サ

リ
ー
や
祭さ
い
祀し

の
道
具
に
し
た
勾
玉
づ
く
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
ま
す
。
勾
玉

を
作
る
の
は
難
し
そ
う
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
実
は
簡
単
で
楽
し
く
、
自
分
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
勾
玉
が
作
れ
ま
す
。

　

勾
玉
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
初
め

頃
の
遺
跡
か
ら
も
出
土
し
て
お
り
、
古
墳

時
代
に
か
け
て
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
は
「
勾
玉
」

や
「
曲
玉
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
「
ま
が
っ
た
玉
」
と
い
う
意
味

で
す
。
材
質
は
翡ひ

翠す
い
や
瑪め

瑙の
う
な
ど
の
硬
い

石
材
で
作
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
、
古
墳
時
代
に
も
よ
く
使
わ
れ
て

い
た
柔
ら
か
く
加
工
し
や
す
い
「
滑か
っ
石せ
き
」

と
い
う
石
を
用
い
て
作
っ
て
も
ら
い
ま

す
。

　

勾
玉
づ
く
り
の
体
験
を
通
し
て
古
代
の

ロ
マ
ン
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ

た
、
斑
鳩
の
古
墳
を
め
ぐ
ろ
う
！

　

第
２
回
目
は
、
斑
鳩
の
古
墳
め
ぐ
り
を

お
こ
な
い
ま
す
。
斑
鳩
町
に
は
70
基
近
く

の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の

中
で
も
、
藤
ノ
木
古
墳
は
有
名
で
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
身
近
に
あ
る
古
墳
を
、
文

化
財
担
当
職
員
と
と
も
に
め
ぐ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
コ
ー
ス
に
含
ま
れ
る
古
墳
を

２
つ
紹
介
し
ま
す
。
１
つ
目
は
、
仏ほ
と
け

塚づ
か

古こ

墳ふ
ん
で
す
。
６
世
紀
末
頃
に
造
営
さ
れ
た
一

辺
が
約
23
ｍ
の
方ほ
う
墳ふ
ん
で
す
。
中
世
に
石
室

が
仏ぶ
つ
堂ど
う
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、

仏
教
に
関
連
す
る
遺
物
が
多
く
出
土
し
ま

し
た
。
ま
た
、
普
段
は
石
室
の
入
口
に
鍵

が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
当
日
は
石
室
の

中
に
入
っ
て
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
神じ
ん
だ
い代
古
墳
で
す
。
滝た
き
た
に谷
神

社（
龍
田
３
丁
目
）の
境
内
に
、
コ
の
字
形

に
配
置
さ
れ
た
３
枚
の
加
工
さ
れ
た
石
材

が
地
表
面
に
露
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
石
材
は
石
室
の
側
壁
の
一
部
と
奥
壁
と

考
え
ら
れ
、
本
来
は
こ
の
上
に
天
井
石
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
７
世
紀
代
の
古
墳
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
藤
ノ
木
古
墳
・
瓦
塚
古

墳
群
・
斑
鳩
大
塚
古
墳
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
、
古
墳
め

ぐ
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
勾
玉
づ
く
り
講
座
」
と
「
斑
鳩
の
古

墳
め
ぐ
り
」
の
募
集
は
、
９
月
13
日（
金
）

ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
勾
玉
づ
く
り
講
座
の
募
集
案
内
は
広

報
８
月
号
を
、
古
墳
め
ぐ
り
の
募
集
案
内

は
今
月
号
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　昨年度より、考古学を通じて
歴史を楽しく学んでもらおう
と、中学生以上を対象とした、
体験学習型の講座である「斑鳩
考古学講座」をスタートしまし
た。今年度は、「勾

まがたま
玉づくり講座」

と「斑鳩の古墳めぐり」を予定
しています。今月号では、その
内容についてお話します。 ▲昨年度実施した

　　　「埴輪づくり講座」の様子



☎
０
７
４
５
�
７
７
３
３

●
お
す
す
め
の
本
●

図
書
館
・
図
書
室
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
更
新
の
た

め
、
以
下
の
期
間
休
館
し
ま
す
。

男 女 共 同 参 画
社 会 を つ く ろ う

ver.138
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著
者
は
編
集
者
や
海
外
著
作
権
実
務
、

翻
訳
な
ど
を
六
十
年
も
続
け
て
き
た
キ
ャ

リ
ア
が
あ
り
ま
す
。
本
業
が
ひ
と
段
落
し
、

自
宅
近
く
の
公
共
図
書
館
を
訪
れ
そ
の
盛

況
に
驚
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

世
間
に
言
わ
れ
て
い
る
「
公
立
図
書
館

無
料
貸
本
屋
」
説
に
は
、
底
辺
に
図
書
館

バ
ッ
シ
ン
グ
的
要
素
が
あ
る
の
を
看
破
し
、

図
書
館
の
現
状
を
批
判
し
つ
つ
も
、
そ
の

存
在
は
現
代
社
会
の
知
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。 宮

田
昇
著　

み
す
ず
書
房

『
図
書
館
に
通
う

当
世
「
公
立
無
料
貸
本
屋
」
事
情
』

マタニティ・
　　ハラスメントとは
　マタニティ・ハラスメントと
は、妊娠・出産した女性に対す
る職場での嫌がらせのことを指
します。出産後の就業継続を妨
げる大きな要因になっており、
解雇や契約打ち切りだけでな
く、嫌がらせの言葉などで自主
退職に追い込まれるケースもあ
ります。妊娠や出産を期に産休
を取り、出産後落ち着いてから
仕事に復帰したいという女性は
年々増えている中、子どもを産
んだことをきっかけに退職して
いる人で、本人の意思とは反し
て不本意な退職をしている女性
がたくさんいます。
　今年５月の連合非正規労働セ
ンターの調査では、25.6％の
働く女性がマタニティ・ハラス

メントを受けたことがあり、誰
にも相談をせずに我慢をした
り、受けたハラスメントが違法
だということに本人も気づかな
いままに泣き寝入りしているケ
ースも多いと考えられます。

無意識に、したりされたりし
ていませんか
　たとえば、「妊娠したなら、
仕事は辞めるのが当然」「会社
の規定にないから育児休暇も時
短勤務もできない」「妊娠中で
も仕事は軽減できない」など、
言ったり思ったりしていません
か。雇う側も雇われる側も、思
い込みだけで判断してはいけま
せん。男女雇用機会均等法や育
児・介護休業法、労働基準法な
ど、妊娠中・出産後の女性が働
きやすい配慮を義務付けている
法律により、正規雇用でも非正
規雇用でも、また、大企業でも

中小企業でも、同じように働く
女性を守らなければならないの
です。「残業免除されて、楽で
いいね」「子どもを預けて働く
なんて、非常識」などと言うこ
とも、法律違反とは言えないま
でも、立派なマタハラです。
　働くことも、妊娠や出産も、
それを望む女性にとって、とて
も大切なもの。「これってもし
かして、マタハラ？」と感じた
ら、労働局、町や県の各種相談
窓口や職場の労働組合に相談し
てみてください。
（町の女性相談日は、14ページ
をご覧ください）

マタニティ・ハラスメント
を正しく知る

　マタハラ（マタニティ・ハラスメント）を受けた経験がある女性は、
セクハラ（セクシュアル・ハラスメント）を受けたことがある女性よ
りも多いといわれています。これほど多くの女性が被害に遭ってい
る背景には、その認知度の低さ、知識のなさがあるようです。



　昔は、斑鳩町の川も水遊びができるきれいな川
だったんだって。最近、少しずつ水質は良くなって
きているけれど、昔みたいに水遊びができる川にな
るといいね。

※ チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き
継いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開して
いるキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

休
館
日
（
町
立
図
書
館
・
公
民
館
図
書
室
）

　

９
月
16
日（
祝
・
月
）
～
９
月
18
日（
水
）

９
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

　
「
絵
本
を
ひ
ら
く
こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん

と
ゆ
っ
く
り
心
ふ
れ
あ
う
ひ
と
と
き
を
も

て
る
よ
う
に
」
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵

本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
催
し
で
す
。

日
時　
９
月
６
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　
　
　

９
月
７
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

＊�

土
曜
日
に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
一
週
間
前

か
ら
前
日
ま
で
に
電
話
（
☎
０
７
４
５

�
７
７
３
３
）・
ｆ
ａ
ｘ（
fax
０
７
４
５

�
７
７
３
５
）
・
Ｅ
メ
ー
ル
（m

ail

　

�m
aster@

libraryikaruga.jp

）
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
町
立
図
書
館　

児
童
フ
ロ
ア

持 

物　
母
子
健
康
手
帳
・
絵
本
ひ
き
か
え

券
対 

象
の
め
や
す　
生
後
６
か
月
以
降
１
歳

未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

　

�　

詳
し
く
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.libraryikaruga.jp/

︱ 

今
月
の
お
は
な
し
会 

︱

町
立
図
書
館

　

日
時　
９
月
11
日（
水
）
午
後
２
時
～

　
　
　
　

９
月
21
日（
土
）
午
後
３
時
～

図
書
室
（
中
央
・
東
公
民
館
）

　

日
時　
９
月
10
日（
火
）
午
後
２
時
～

図
書
室
（
西
公
民
館
）

　

日
時　
９
月
10
日（
火
）
午
前
11
時
～

やってみよう！川をきれいにする５つのチャレンジ
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● 原因の80％は生活排水
　斑鳩町を流れる大和川の水質は、
毎年ワースト上位を記録しているこ
とを知っていますか。水質汚濁の原
因の約80％は生活排水によるものと
言われています。流域の各市町村で、
下水道の整備も進められています
が、私たち一人ひとりの心がけで、
川をまだまだきれいにすることがで
きます。

●やってみよう！５つのチャレンジ
①食べ物は残さずきれいに食べる
②�食器やフライパンの汚れはふき
とってから洗う
③�使用済み食用油を町の回収場所に
もっていく
④�お風呂でシャンプーや石けんを使
い過ぎない
⑤�洗濯のとき、洗剤の量をきっちり
計り、使い過ぎない

７月の生ごみたい肥化量23,242㎏
　可燃ごみの8.3％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数3,054世帯（７月末）

● 使用済み食用油は下記の回収場所へ！
　天ぷら油５００㎖を台所から流すと、魚が住める水質に戻す
のに３００ℓの浴槽３３０杯分のきれいな水が必要です。

※ 竜田川流域生活排水対策推進会議（生駒市、平群町、斑鳩町）
で使用済み食用油をバイオディーゼル燃料化し、ごみ収集車
の一部で使用しています。

〈回収場所〉
役場、中央・東・西公民館、中央体育館、ふれあい交流センター
いきいきの里、いかるがホール、衛生処理場、生き生きプラザ
斑鳩

　購入時に入っていた容器などに入れふたをし、上記回収場所
までお持ちください。
　回収できるのは食用油のみです。機械油、灯油などを混ぜな
いでください。

毎月10日と20日は陶器回収
の日〈９月の陶器等回収日〉
　９月10日（火）・
　９月20日（金）
役場環境対策課（午前８時30分～午
後５時30分）
衛生処理場（幸前２- ８- ９）（午前８
時30分～午後３時30分）
※ 衛生処理場のみ、９月14日（土）、

９月22日（日）も受け付けします。

未来が変わる。
日本が変える。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

７月

６月

５月

平成25年度

平成24年度

平成25年度

平成24年度

平成25年度

平成24年度

パゴちゃんからのお願い



主な連絡先
斑鳩町役場
 0745-74-1001
上水道課
 0745-74-1401
下水道課
 0745-74-2406
町立図書館
 0745-75-7733
中央公民館
 0745-74-1511
東公民館
 0745-74-4122
西公民館
 0745-75-3911
中央体育館
 0745-75-3100
斑鳩文化財センター
 0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
 0745-70-1000
保健センター
 0745-70-0001
斑鳩町観光協会
 0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
 0745-74-0990
衛生処理場
 0745-74-2371
西老人憩の家
 0745-74-1517
東老人憩の家
 0745-74-5050
三室休日診療所
 0745-74-4100
いかるがホール
 0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
 0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

0745-75-4000

※ 情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●
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※�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま

す
。

※�

参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
保
険
料
（
100
円

程
度
当
日
徴
収
）
が
必
要
で
す
。

「
斑
鳩
考
古
学
講
座
」
参
加
者
募
集

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
水
曜
休
館
）

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

講
座
名　
斑
鳩
の
古
墳
め
ぐ
り

日
時　
10
月
６
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
（
予
定
）

集
合
場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

募 

集
対
象　
町
在
住
・
在
勤
者
（
中
学
生

以
上
）
20
人

募
集
期
間　
９
月
13
日（
金
）ま
で

申 

込
方
法　

必
要
事
項
（
氏
名
・
住
所
・

連
絡
先
）
を
ご
記
入
の
う
え
、
斑
鳩
文

化
財
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
ｆ
ａ
ｘ

（
fax
０
７
４
５
�
１
２
０
１
）
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

人
権
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
８
）

日
時　
９
月
12
日（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

演
題　
「
音
楽
と
健
康
」

講
師　
社
会
福
祉
法
人

　
　
　

奈
良
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

地
域
支
援
課

梅
木
佳
子�
氏
・
石
原
倫
子�

氏

● 
募　
集 

●

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 10日㈫、17日㈫、24日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
26日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

5日㈭、12日㈭、19日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 11日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 3日㈫（毎月第１火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

女性のための相談
13日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3027日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 21日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

921
9
30

～／
／

921
9
30

～／
／

秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動

交通事故のない
やすらぎの　大和路づくり
交通事故のない
やすらぎの　大和路づくり
～大和の交通マナーを高めよう～～大和の交通マナーを高めよう～

９
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　
　

（
普
通
徴
収
・
第
３
期
分
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　

（
普
通
徴
収
・
第
３
期
分
）

　
　
　

…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
３
）

○
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収・第
３
期
分
）

　
　
　
　
　

…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

９
月
30
日
㈪

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※相談の日程が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

9月の相談
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れ
る
「
斑
鳩
町
美
術
展
覧
会
・
菊
花
展
」

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

美
術
展
覧
会

●
出
品
受
付
・
搬
入　
中
央
公
民
館

　

�

☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
（
水
曜
日
休

館
）　

10
月
14
日（
祝
・
月
）～
28
日（
月
）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
水
曜
日
を

除
く
）

● 

出
品
品
目　
洋
画
、
日
本
画
、
水
墨
画
、

書
（
拓
本
を
除
く
）、
写
真
、
工
芸
（
彫

塑
・
陶
芸
・
き
り
絵
・
染
色
（
手
芸
に

属
す
る
も
の
は
除
く
）

　

１
人
１
部
門
１
点
と
す
る
。

※�
作
品
の
持
込
は
、
必
ず
単
品
で
包
装
・

梱
包
す
る
も
の
と
す
る
。

● 

出
品
資
格　
町
在
住
、
在
勤
の
人
、
斑

鳩
美
術
協
会
員

● 

審
査　

出
品
作
品
は
、
全
て
審
査
し
、

入
選
作
品
だ
け
を
展
示
し
ま
す
。

●
作
品
の
大
き
さ

•
洋
画

　

�

８
号
以
上
50
号
以
内
（
た
だ
し
50
号
は

縦
型
に
限
る
）
の
枠
張
額
装
と
す
る
。

油
絵
、
水
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、
パ
ス

テ
ル
画
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

•
日
本
画

　

�

８
号
以
上
50
号
以
内
（
た
だ
し
50
号
は

縦
型
に
限
る
）
の
枠
張
額
装
と
す
る
。

•
水
墨
画

　

�

12
号
以
内
の
額
装
と
す
る
。
長
さ
は
、

１
ｍ
30
㎝
以
内
と
す
る
。

•
写
真

　

�

半
切
以
上
（
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
プ
リ

ン
ト
は
Ａ
３
サ
イ
ズ
以
上
）
の
単
写
真

と
し
、
枠
張
ま
た
は
額
装
と
す
る
。

•
書

　

�

額
装
・
軸
装
ま
た
は
パ
ネ
ル
と
し
、
作

品
は
2.2
㎡
以
内
と
す
る
。
色
紙
は
不
可

（
額
装
さ
れ
て
い
る
場
合
は
可
）

•
工
芸

　

�

縦
・
横
・
幅
の
合
計
が
２
ｍ
以
内
で
、

１
辺
が
１
ｍ
50
㎝
以
内
と
す
る
。
版
画

は
、
８
号
以
上
50
号
以
内
の
枠
張
額
装

と
す
る
。

菊
花
展

●
出
品
受
付　
中
央
公
民
館

　

�

10
月
14
日（
祝
・
月
）か
ら
25
日（
金
）午

前
９
時
～
午
後
５
時（
水
曜
日
を
除
く
）

※
出
品
受
付
の
み

●
搬
入　
10
月
26
日（
土
）

　
　
　
　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
正
面
玄
関
前

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

●
出
品
資
格　
町
在
住
の
人

●
作
品
の
内
容

　

大 

菊
３
本
仕
立　

９
号
鉢
、
４
鉢
組
、

色
は
赤
、
白
、
黄
を
混
ぜ
る

　

だ
る
ま
作
り　
７
号
鉢
、
３
色
３
鉢

　

福
助
作
り　
５
号
鉢
、
３
色
３
鉢

　

そ
の
他　

�
小
菊
盆
栽
、
懸
崖
、
寄
植
、

盆
用

※�

要
領
は
、
各
公
民
館
・
図
書
館
・
役
場

生
涯
学
習
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
成
人
式
の「
受
付
」募
集

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
８
）

　

平
成
26
年
成
人
式
当
日
に
受
け
付
け
の

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
新
成
人
を
募
集

し
ま
す
。

日
程
・
集
合
時
間

　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分　

い
か
る
が
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル
前
集
合

成
人
式
の
日
程
・
場
所

　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル

対 

象　
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

募
集
人
数　
若
干
名

応 

募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
お
よ
び
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
生
涯
学
習
課
へ
電
話
連
絡
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

宛
先　
〒
６
３
６‒

０
１
９
８

　

斑
鳩
町
役
場

　

生
涯
学
習
課　
「
成
人
式
」
係

Ｅ
メ
ー
ル
：

　

syougai@
tow
n.ikaruga.nara.jp

斑
鳩
の
里
文
化
芸
術
祭
作
品
募
集

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
８
）

　

斑
鳩
の
里
・
文
化
芸
術
祭
で
お
こ
な
わ

「
住
基
ネ
ッ
ト
等
サ
ー
ビ
ス
」

停
止
の
お
知
ら
せ

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
３
）

　

９
月
９
日（
月
）と
17
日（
火
）の
両
日

は
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を
お
こ
な
い
ま
す

の
で
、
住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
広
域
交
付

住
民
票
発
行
、
住
基
カ
ー
ド
を
使
っ
た

特
例
転
入
・
特
例
転
出
、
公
的
個
人
認

証
の
電
子
証
明
書
の
発
行
・
失
効
業
務

が
停
止
に
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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平
成
26
年
度

保
育
園
入
園
児
の
申
込
受
付

　
　
　
　
　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

入 
園
資
格　
町
在
住
で
、
保
護
者
（
両
親

な
ど
）
が
仕
事
や
病
気
な
ど
の
た
め
保

育
で
き
な
い
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平

成
25
年
９
月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童

保 

育
時
間　
通
常
は
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）、
早

朝
は
午
前
７
時
30
分
か
ら
、
延
長
は
午

後
８
時
（
土
曜
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

※
午
後
６
時
30
分
以
降
は
別
料
金
で
す
。

入
園
申
込
書
の
交
付
・
受
付

　

�

９
月
20
日（
金
）～
10
月
11
日（
金
）に
、

福
祉
課
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

30
分
）
ま
た
は
各
保
育
園
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
後
６
時
ま
で
）
で

交
付
・
受
け
付
け
し
ま
す
。

申 

込
方
法　
所
定
の
入
園
申
込
書
に
、
保

育
に
欠
け
る
こ
と
の
証
明
書
（
勤
務
証

明
書
等
）
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

現
在
入
園
さ
れ
て
い
る
児
童
も
、
保
育

に
欠
け
る
こ
と
の
証
明
書
（
勤
務
証
明

書
等
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※�

申
込
者
が
保
育
園
の
受
入
れ
可
能
人
数

を
超
え
た
場
合
は
、
必
要
性
の
高
い
児

童
か
ら
入
園
と
な
り
ま
す
。

（
参
考
）平
成
25
年
度
当
初
受
入
れ
児
童
数

●
た
つ
た
保
育
園
・
・
・
１
１
２
人

●
あ
わ
保
育
園
・
・
・
２
１
１
人

ふ
れ
あ
い
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

日
時　
10
月
５
日（
土
）
午
後
１
時
～

場
所　
斑
鳩
健
民
運
動
場

資
格　
町
在
住
（
小
学
５
年
生
以
上
）

　

�

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
社
会
人
も
歓

迎
。

種 

目　
50
ｍ
走
、
１
０
０
ｍ
走
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
（
小
学
生
以
下
）、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
投
げ
（
中
学
生
以
上
）
ほ
か

申 

込　

９
月
23
日（
祝
・
月
）～
10
月
７
日

（
月
）（
水
曜
日
を
除
く
）に
中
央
体
育
館

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
９
月
10
日
は
屋
外
広
告
の
日
」

　
～
み
ん
な
で
な
く
そ
う

　
　
　
　
　
　
違
反
広
告
物
～

　

都
市
整
備
課
（
☎
内
線
２
９
３
）

　

道
路
上
の
電
柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど

へ
、
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
な
ど
の

広
告
物
を
掲
出
す
る
こ
と
は
、
法
律
や
条

例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
※�

広
告
物
の
内
容
や
目
的
に
よ
っ
て
は

掲
出
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。）

　

し
か
し
、
な
か
に
は
ル
ー
ル
を
守
ら
ず

に
掲
出
さ
れ
た
広
告
物
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
違
反
広
告
物
は
、
ま
ち
の

景
観
を
悪
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
交
差
点

に
お
い
て
見
通
し
の
妨
げ
と
な
る
な
ど
、

通
行
上
危
険
が
生
じ
る
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

　

違
反
広
告
物
を
な
く
し
、
美
し
い
斑
鳩

の
里
の
景
観
を
行
政
と
住
民
・
事
業
者
が

協
力
し
て
守
っ
て
い
く
た
め
、
町
で
は
、

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
と
撤
去
の
実
施
に

加
え
て
、
環
境
保
全
推
進
委
員
の
み
な
さ

ん
の
巡
視
活
動
に
お
い
て
違
反
広
告
物
の

状
況
報
告
を
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
「
秋
桜
（
コ
ス

モ
ス
）
の
会
」
の
16
人
の
み
な
さ
ん
が
町

の
認
定
を
受
け
、
違
反
広
告
物
の
除
却
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
参
加
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
引
き
続
き
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

対 

象
団
体　
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
18
歳
以
上
の
人
２
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体

活 

動
内
容　
道
路
上
に
掲
出
さ
れ
て
い
る

違
反
広
告
物
の
除
却

そ 

の
他　

除
却
活
動
に
必
要
な
道
具

（
ニ
ッ
パ
ー
や
ス
ク
レ
ー
パ
ー
な
ど
）

は
町
で
貸
し
出
し
ま
す
。

※ 
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
は
、
手

続
き
が
必
要
で
す

　

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
は
、
町

長
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
屋
外

広
告
物
業
を
営
む
場
合
は
奈
良
県
知
事

（
奈
良
市
内
の
場
合
は
奈
良
市
長
）の
登
録

が
必
要
で
す
。
看
板
等
を
設
置
す
る
場
合

は
、必
ず
登
録
業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
は

９
月
10
日
ま
で
に

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、
所
得
状
況
届
を

必
ず
９
月
10
日（
火
）ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
７
４
２
㉓
５
４
５
７
）

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
み
な
さ
ん
が
毎
日
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
お
よ

び
障
害
者
の
人
権
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

厳
守
で
す
。気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
９
日（
月
）～
15
日（
日
）

　
（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
（
土
・
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

相 

談
員　
法
務
局
職
員
お
よ
び
人
権
擁
護

委
員

相
談
先　
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０‒

０
０
３‒

１
１
０
）

● 
手
続
き 

●

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●
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●
平
成
24
年
４
月
か
ら

　

 

す
べ
て
の
ご
み
を
祝
日
も
収
集

し
て
い
ま
す

９
月
16
日（
祝
・
月
）

９
月
23
日（
祝
・
月
）

　

 

可
燃
ご
み
（
月
・
木
地
区
）、
不
燃
ご

み
（
Ｃ
地
区（
16
日
）、Ｄ
地
区（
23
日
））、

枝
葉
・
草
類
（
月
曜
地
区
）
の
ご
み
収

集
あ
り
ま
す
。

　

環
境
対
策
課

　
（
☎
内
線
１
３
３
）

9

22
　観光産業課（☎内線212）

　斑鳩の里を発祥の地とする能楽「金剛流」
の里帰り公演です。（雨天中止）
日時　９月22日（日）
　　　午後６時30分～
場所　上宮遺跡公園
入場料　前売1,000円、当日1,500円
薪能� 能楽「船

ふなべんけい

弁慶」　金剛流　植
うえ

田
だ

恭
きょう

三
ぞう

� 間狂言　茂
しげやま

山逸
いっぺい

平

� 狂言「二
に く

九十
じゅう

八
はち

」
� 　茂

しげやま

山七
し め

五三、茂
しげやま

山宗
もとひこ

彦
� 仕舞「氷

ひ

室
むろ

」　豊
て

嶋
しま

晃
こう

嗣
じ

� 　　　「天
てん

鼓
こ

」　豊
て

嶋
しま

幸
ゆきひろ

洋

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
１
）

　

町
内
施
設
と
各
地
区
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
。
年
末
年
始
を
除
き
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
毎
日

運
行
し
、
斑
鳩
町
の
住
民
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
公
共
施
設
を
利
用
す
る
と
き
や
、
日
常
の

お
買
い
物
、
お
出
か
け
等
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
定
員
を
超
え
た
と
き
は
乗
車
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

● 

有
料
広
告
掲
載
募
集

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
は
、有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

車
内
だ
け
で
な
く
、
車
外
も
掲
載
で
き
ま
す
の
で
、
お
店
や
会

社
の
Ｐ
Ｒ
等
、暮
ら
し
に
役
立
つ
広
告
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　核家族化・少子化が進むなかで、子育て中のお
父さん・お母さん、働くお父さん・お母さんたち
を支援するための子育てサポーターを養成します。
　現在子育て中の人、子育てに一段落した人、子
育ての経験はないけれど子育て支援に興味のある
人、一緒に子育て支援をしませんか。
日　程　下記のとおり
　　　　（講師の都合で変更することがあります）
場　所　生き生きプラザ斑鳩
　　　　　（11月15日のみ各町立保育園）
対象者　２０歳以上の町在住の人
　　　　�講習後、子育てサポーターとして活動に

参加していただける人
定　員　３０人（先着順）※無料託児あり
費　用　無　料
申込用紙の交付・受付
　　　　�申込用紙は役場福祉課で交付します。申

込用紙に必要事項を記入のうえ、９月18
日（水）までに福祉課へ申込んでください。

問い合わせ先　福祉課　☎74―1001（内線127）

「子育てサポーター養成講座」
受講生募集

日　時 内容 講師

10/10（木）9：30～11：30

オリエンテー
ション、町の支
援事業・子ども
と遊び

町職員・
保育士

10/18（金）9：30～11：30
ペアレントトレ
ーニング

中央こども
家庭相談セ
ンター職員

10/24（木）9：30～11：30 子どもの病気 小児科医

10/31（木）9：30～11：30
子どもの食事・
病後児のケア

栄養士・
保健師

11/7（木）13：30～16：30 普通救命講座
西和消防署
員

11/15（金）9：30～11：30 保育実習 保育士

観月祭観月祭



事　業　名 月日 時間 定員 内　　容
こ こ ろ の 健 康 相 談
（精神保健福祉士による） ₉月17日㈫ 13 ： 00～15 ： 00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族のようすがおかしいなどの相談

個 別 栄 養 相 談
（栄養士による）

₉月18日㈬
10月₃日㈭
　　₇日㈪

10 ： 00～12 ： 00
13 ： 30～16 ： 30

各日
₃人

高血圧・高血糖・高コレステロールなど
の状態に応じた栄養相談

●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター（土・日曜日、祝日休館）
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事業名 月　日 受付時間 対象者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日）

9月18日㈬
10月8日㈫

9：00～
　11：00 35歳以上 ○ 容器は事前に保健センターで購

入してください。（容器代300円）

胃 が ん 検 診

10月1日㈫
10月2日㈬

8：30～
　10：00

35歳以上
(申込先着各日20人 )

○ 検査前日の夕食は、午後9時ま
でにすませてください。検査当
日の朝は、絶飲食です。
　 （水・煙草・薬も飲まないでく
ださい）
※ 過去にバリウムを飲んで体調が
悪くなったことがある人などは、
ご相談ください。

胃がん・肺がん
セット検診

8：30～
　10：00

40歳以上
(申込先着各日70人 )

肺 が ん 検 診 10：30～
　11：00

40歳以上
(申込先着各日20人 )

○ 喀たん容器は保健センターで当
日購入してください。
　（容器代270円）

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

10月9日㈬

12：45～
　13：30

40歳以上の女性
（申込先着40人）

平
成
24
年
度
に
町
の
検
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人
○ 子宮頸がん検診を受けられない
人
•検査当日、生理中の人

子宮頸がん検診 12：45～
　13：15

20歳以上の女性
（申込先着30人）

子宮頸がん・
乳がんセット検診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

14：00～
　14：45

40歳以上の女性
（申込先着60人）

☆ 子宮頸がん・乳がん検診の申込み時には、必ず前回受診日をお知らせください。（子宮頸がん・乳がん検診は
２年に１回です。）

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆4週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆ 胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し

ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax で申し込んでください。
　※子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前に申し込んでください。

斑鳩町に警報発表時には検診・教室等を中止することがあり
ますので「保健センター」まで問い合わせてください。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　
　
予
防
教
室（
秋
コ
ー
ス
）

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
脳

卒
中
や
心
臓
病
の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化

を
進
め
ま
す
。
毎
日
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

�

腹
囲
や
血
圧
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

な
ど
の
値
が
気
に
な
る
40
～
74
歳

の
人

持
物　

�

筆
記
用
具
、
特
定
健
診
等
の
結
果

通
知
表

申
込　
９
月
19
日（
木
）ま
で

教室日程（秋コース）
日　程 テ　　ー　　マ 講　師

① ９月25日（水）メタボリックシンドロームってなに？ 保健師

② 10月11日（金）私って食べ過ぎ？ 栄養士

③ 10月23日（水）運動で脂肪燃焼！ 健康運動
指導士

④ 11月15日（金）これから私は…～今後の目標をたてましょう～ 保健師

時間：午前９時30分～11時30分



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター（土・日曜日、祝日休館）

1� 2013.9.  広報 

☆詳しくは保健センターに問い合わせてください。

事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

2歳6か月児健診
（歯科） 9月19日㈭ 13：00～

　13：30
Ｈ22年12月生・

Ｈ23年1月生

〇 歯科診察、フッ素塗布、保護者の歯科健
診（希望者）
持物： 母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、コッ

プ
対象者には個人通知します。

双 子 ク ラ ブ 9月20日㈮ 10：00～
　11：30

多生児を育てている
人・妊娠している人

○交流会
申込：9月17日（火）まで

パ パ マ マ
スクール　サロン 9月24日㈫ 10：00～

　11：30 妊娠中の人 ○助産師の「なんでもＱ＆Ａ」
申込：9月20日（金）まで

乳 幼 児 相 談
（個　別） 9月25日㈬ 13：30～

　15：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談
申込：9月24日（火）まで

後期離乳食教室
9月27日㈮

9：45～
　10：00 Ｈ24年10・11月生

〇離乳食の話と試食
持物： 母子健康手帳、筆記用具、お茶、

タオル
申込：9月26日（木）まで前期離乳食教室 13：15～

　13：30 Ｈ25年4・5月生

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 10月4日㈮ 9：30～

　11：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：9月2日（月）～10月3日（木）
※先着80組

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 10月10日㈭ 12：45～

　13：30 Ｈ24年2・3月生
〇内科・歯科診察、身体計測等
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

•自殺は防ぐことができる
•自殺を考えている人は、
　サインを出している
•自殺は追い込まれた末の死

９月10日～16日は『自殺予防週間』です
自殺を社会全体で防ぎましょう　～大切な人の悩みに気づいてください～

男
性
料
理
教
室

日
時　
９
月
25
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

内
容　
調
理
実
習

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
男
の
人

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
物　

�

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
髪
の
毛
を

覆
え
る
も
の
）
・
ふ
き
ん
2
枚
・

筆
記
用
具

費
用　
５
０
０
円

申
込　
９
月
20
日（
金
）ま
で

は
つ
ら
つ
運
動
教
室

　

健
康
運
動
指
導
士
か
ら
、
家
庭
で
で
き

る
運
動
や
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法

な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時　
９
月
30
日（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

内
容　

�

呼
吸
法
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
運

動
な
ど

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　
　
　

機
能
回
復
訓
練
コ
ー
ナ
ー

持
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル

申
込　
９
月
26
日（
木
）ま
で

➡
気づく
家族や仲間の変化に気づいて、声
をかける

聴く
本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

つなぐ
早めに専門家に相談するよう促す

見守る
温かく寄り添いながら、じっくり見
守る

相談窓口
●自殺予防のためのこころの相談
　•（社福）奈良いのちの電話協会
　　☎0742－35－1000　年中無休24時間
　•なら自死遺族・こころのホットライン（精神保健福祉センター）
　　☎0744－46－5563　開設時間：平日午前10時～午後4時

保健センターでは、精神保健
福祉士による「こころの健康
相談」を毎月おこなっていま
す。詳しくは18ページをご
覧ください。



９月号
平成25年９月１日発行

（通巻576号）

人 の 動 き
　 ₂₈ , ₄₁₁人
　　（前月比　±₀）
　　男₁₃ , ₄₆₈人
　　女₁₄ , ₉₄₃人

　 　₁₁ , ₁₈₇世帯
　　（前月比　＋22）

（平成25年₇月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　新たに斑鳩に転入してきてくれ
る若い夫婦や子どもがいる家族が
多いようで、子ども夏まつりや商
工まつりは例年以上の盛り上がり
でした。子どもの笑顔がふえれば、
このまちはもっともっと明るくな
る、そんな期待が膨らみますね。

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
E メール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊ この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）
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た

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　 西和警察署がおこなっている、
子どもを連れ去りから守る活
動のキーワードは？「○○○○○○一人前」

　　　　〈９月12日必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198�斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。
　　　８月号のクイズの答　レインボーウォーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数16）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

受
け
て
安
心
が
ん
検
診
！

　日本人は梅干、漬物、塩辛、たらこにな
どの塩蔵食品をよく食べる習慣があります
が、多量の塩分摂取は胃がんのリスクを高
めます。
　それは、胃の中で食塩の濃度が高まると

● 

定
期
的
な
検
診
で

　
　
早
期
発
見
・

　
　
　
　
早
期
治
療
を

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
因
の
１

位
で
あ
り
、
２
人
に
１
人
が
か
か

り
、
３
人
に
１
人
が
亡
く
な
る
病

気
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
予
防
に
は
、
食
生
活
、

喫
煙
、
飲
酒
、
運
動
な
ど
健
康
的

な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
実
践

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
が
ん
の
初
期
は
自
覚
症

状
が
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
何

か
気
に
な
る
症
状
が
出
て
か
ら
検

診
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
日
頃

か
ら
定
期
的
な
検
診
を
受
け
、
自

分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
事
が

大
切
で
す
。

　

が
ん
検
診
は
、
医
療
機
関
で
受

診
す
る
個
別
検
診
と
保
健
セ
ン
タ

ー
で
実
施
す
る
集
団
検
診
と
が
あ

り
ま
す
。

　

個
別
検
診
に
は
、子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診

が
あ
り
ま
す
。

　

集
団
検
診
で
は
、「
胃
が
ん
・

肺
が
ん
」「
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
」

の
セ
ッ
ト
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診

が
あ
り
、
約
１
か
月
後
に
異
常
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
員
に
検
診

結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

　
「
異
常
あ
り
」
の
場
合
は
、「
精

密
検
査
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で

医
療
機
関
で
詳
し

い
検
査
を
受
け
、

医
師
の
指
示
に
従

っ
て
必
要
な
治
療

を
受
け
ま
し
ょ

う
。

粘膜がダメージを受け、胃炎が発生し、発
がん物質の影響
を受けやすくな
るためといわれ
ています。

がん検診
を受ける

異常なし

がん検診  受診の流れ

異常あり

精密検査

がんと診断

治　療次回の検診

異常なし
または

良性の病変

医療機関

健 康 豆 知 識 ～ 塩分の多い食事を続けると胃がんのリスクが高くなる？ ～


